
地元の恵みと農の魅力を
未来へ繋ぐ

×
兵庫県立

姫路海稜高等学校

中播磨地域づくり活動応援事業『未来を拓く共創プロジェクト』

×



みつヴィレッジとは？

土壌の微生物が作る酵素で、作物がもつ本来の力を最大限に引き出す農法
と『スマート農業』を行うことによって

減農薬・高栄養・おいしい
野菜・果物 ＆ それを活かした豊富な加工品



➤ 地域の農業・食を盛り上げていきたい！

×
兵庫県立

姫路海稜高等学校

みつヴィレッジの野菜・果物を活用したアレンジレシピの考案で
まずは消費者の関心を引き出し、地産品の消費を促す！

農業従事者の減少、高齢化

背景（１年目の報告のまとめ）

農業の課題



リバースヴィレッジで、試食会を開催しました。

背景（１年目の報告のまとめ）



共創プロジェクトを通じて

① 視点の転換
・消費者 → 届ける側の視点
・美味しさの根拠・価値の伝え方を考える

② 実践の難しさ
・試作や打ち合わせなどリアルな壁に直面
・想定外に対応する力が必要



1年目の活動を通じて

③協働の大切さ
・1人では出せないアイデアが生まれる
・失敗を分析して改善する“チームの思考”

④ 挑戦する姿勢
・とにかくやってみることで、次につながる
・諦めずにやり遂げる経験が成長につながる



今年度の目標・活動内容

目標
・去年の活動を活かして、新商品開発に取り組み、みつヴィレッジの

魅力を伝える。
・新商品だけでなく、農業体験などを通じて”育てる”魅力を発信する。

活動内容
・去年あいめっせフェスティバルやマルシェ販売で一般の人に提供する
ために制作したみつヴィレッジの商品を使ったアレンジレシピなどから
発想を得て新商品のアイデアを考える。



農業体験

7月１８日に行われたHimeji城育の農業体験

当日の内容
• トマトの収穫体験
• みつヴィレッジが行っている農業の説明
• ハウス内探検

当日の感想
今回の体験イベントを通して、農業はただ食べ
物を作るだけでなく、スマート農業という現代
の技術を活用しながら行うことができると知り
驚きました。園児・小学生と直接ふれあう良い
機会にもなりました。



農業体験の今後の展望

• 農業機械に乗れる体験

• 収穫したものをその場で料理する
• 援農（えんのう）体験

新たな農業体験の形を検討する

「育てる」から「食べる」までのつながりに触れ、
農業の大切さとみつヴィレッジの魅力を一度に実感できる！

メリット
・収穫から食べるまでの流れを体験できる
・農作物への関心や愛着を高められる
・農業と食生活とのつながりをより実感できる

検討課題

・体験に適した農作物と料理
・調理場所や必要な設備



商品開発

昨年度の活動
みつヴィレッジの商品を活かした
レシピ開発、試食会開催(1/31)

↓

試食会でいただいたお客さんの意
見を分析し、消費者のニーズを反

映した新商品開発につなげる 試食会の写真



商品開発に向けて昨年度作ったもの

韓国風のりトマチ
(トマトジャム×
のり×キムチ×
クリームチーズ)

リンゴジャム入り
ベイクドチーズ
ケーキ
(リンゴジャム×
チーズケーキ)

トマトチーズ
マフィン
(トマトジャム×
チーズマフィン)

チーズオムレツ
(サルサソース×
チーズオムレツ)



試食会を通して・今後の展望

実際に来ていただいた方からの感想
良かった点

・雰囲気がいい
・おいしかった
・意外な組み合わせがいい
改善点

・色んな種類の組み合わせがあるといい
・チーズが苦手な人向けの商品も欲しい

今後の展望
試食会などの活動に積極的に参加、消費者の意見を踏まえて誰もが食
べやすく魅力のある新商品を開発していきたい

一度チーズ以外の食品からアイデアを考えてみる



多くの人に知ってもらうために

発信
・ポスター、広告掲示
・ラジオ（FMゲンキ）のコーナー参加
・SNS発信

連携
・スーパーとの連携
・リバースヴィレッジとの連携
・イベント参加



ご清聴ありがとう
ございました


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14

